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自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
自

治
会
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
自
治
会
連
合
会
の

諸
行
事
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
朝
霞
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
と

も
言
え
る
自
治
会
・
町
内
会
の
加
入
率
が
年
々
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
で
は
何
と
か
歯
止
め
を
か
け
た
い
と
、
会
員
一
同
、
日
々

奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
自
治
連
あ
さ
か
」
を
多
く
の
皆
様
に
ご

覧
い
た
だ
き
、
自
治
会
連
合
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
や
各
自
治
会
・

町
内
会
で
行
っ
て
い
る
活
動
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
各
自
治
会
・
町
内
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
自
治
連
あ
さ
か
第
６

号
発
行
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
市
長
を
囲
む
意
見
交
換
会
」
や
「
自
治
会
長
研
修
会
」
な

ど
い
く
つ
か
の
行
事
で
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
よ
り
良
い
市
政
運
営
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
ご
意
見
を
頂
き
有
意
義
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
一
度
地
域
を
見
つ
め
直

し
施
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
活
動
や
各
自
治
会
・
町
内
会
の
特
色
あ
る

活
動
を
掲
載
し
た
こ
の「
自
治
連
あ
さ
か
」が
多
く
の
市
民
に
愛
読
さ
れ
、

自
治
会
・
町
内
会
活
動
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ごあいさつ
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▼
朝
霞
市
が
最
終
処
分
場
と
し
て
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
を
お
願
い
し
て
い
る
中
の
一
つ
、

草
津
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー
ク
を
訪
問
し
、
朝
霞
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
さ
れ
た
あ
と

の
焼
却
灰（
ば
い
じ
ん
）が
ど
の
よ
う
に
埋
め
立
て
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
を
受
け
、
埋
立

地
・
貯
水
池
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

▼
翌
日
に
は
、
埼
玉
県
寄
居
町
に
あ
る
、
埼
玉
県
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
を
見
学
し
ま
し

た
。
施
設
内
に
入
っ
て
い
る
８
つ
の
民
間
企
業
の
中
か
ら
株
式
会
社
エ
コ
計
画
と
埼
玉
県

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
主
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　Ｑ１　草津ウェイストパークの
開場当初から比べて廃棄物の搬
入量は増加していますか？減少
していますか？その理由はどの
ような原因が考えられますか？
　Ａ１　埋め立て期間の設定をし
ていますので、毎年度埋め立て
計画量を設定し、先々の過不足
を見込み、受入量を調整してい
ますが、排出先自治体のごみの
減量化に対する取り組みの成果
で、埋立ごみの量も減少傾向と
なっています。

　Ｑ２　今後の問題点はあります
か？
　Ａ２　この埋立地の埋め立て期
間は10年間なので、埋め立て量
にかかわらず平成32年以降は新
たな処分場が必要となります。

　視察で行われた質疑応答の一部
を紹介します

　

草
津
町
は
観
光
地
と
し
て
有
名
な
の
で
、
最

終
処
分
場
の
建
設
に
あ
た
り
、
観
光
地
の
イ

メ
ー
ジ
を
崩
さ
な
い
よ
う
管
理
棟
を
ア
ル
ペ
ン

風
の
外
観
に
す
る
な
ど
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
車
両
を
１
日
60
台
に

制
限
し
、
運
搬
時
間
も
午
前
６
時
か
ら
７
時
ま

で
の
１
時
間
と
正
午
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
運

行
と
す
る
な
ど
、
騒
音
や
大
気
汚
染
を
抑
制
す

る
努
力
を
行
い
、
周
辺
住
民
の
ご
理
解
を
得
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
場
は
汚
い
と
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
方
が
多
く
、
建
設
ま
で
に
こ
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
回
の
視
察
で
最
終
処
分
場
や
貯

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治
会
長
研
修
会
と
し
て
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、『
環
境
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
11
月
17
日
～
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
研
修
会 

―
環
境
―

研
修
テ
ー
マ

　

草
津
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー

ク
は
、
一
般
廃
棄
物
管
理

型
最
終
処
分
場
と
し
て
稼

働
し
て
お
り
、
市
町
村
か

ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄

物
、
焼
却
灰
・
処
理
済
み

ば
い
じ
ん
・
不
燃
物
ざ
ん

さ
の
埋
め
立
て
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

草
津
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー

ク
が
平
成
22
年
度
に
廃
棄

物
を
受
け
入
れ
た
市
町
村
数
は
、
群
馬
県
内
で

10
団
体
、
群
馬
県
外
か
ら
82
団
体
の
合
計
92
の

市
町
村
等
か
ら
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
朝
霞
市
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し

た
焼
却
灰（
ば
い
じ
ん
）を
こ
の
地
ま
で
運
搬

し
、
埋
め
立
て
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

水
池
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
大

変
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
悪
臭
な
ど

も
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最終処分場 建設の様子

廃棄物の埋め立てについて ㈱ウィズウェイストジャパン
高橋営業部長から説明を受けている様子
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意見交換会
　朝霞市自治会連合会では、毎年、「市長を囲む意見交換会」
を開催しています。これは、自治会・町内会長と市長及び
市執行部とが意見交換をすることで、よりよい自治会運営
を目指すことを目的としています。
　今年度も10月28日に朝霞市役所において開催し、多く
の自治会・町内会長が出席しました。自治会連合会側から
市政について11問の質問（右表参照）を行い、市執行部か
らご回答を頂きました。
　以下に、自治会からの質問と市の回答について、一部を
抜粋して紹介します。

　朝霞市の公園は基本的にボール遊びが禁止になっています。しかしながらボール遊
びを行っている児童がいるのが現状です。児童においては、ボール遊びがしたい。ま
た幼児を持つ母親や高齢者においては安心・安全に公園で過ごしたいという思いがあ
ると思います。そのような中、今後、市として公園整備をするにあたりどのような見
解をお持ちでしょうか。

　根岸台七丁目34番から日の出橋へと続く道路と、31番の東かすみ台児童遊園地下
と34番先へと続く、朝霞市と和光市の境の道路との交差する場所へ「一時停止」の
標識板を設置して欲しい。
　理由は、特に34番の市境の道路から31番児童遊園地先へと直進するオートバイ等
が、この交差点で一時停止せずに通過するため、非常に危ない場面があり、町内会員
から標識板設置の強い要望が出されたものです。

　「一時停止」の標識板設置について、平成22年９月29日に所管課である道路交通課と朝霞警察署において、
現地の状況を確認してまいりました。

　「東かすみ台町内会」様の要望のとおり、朝霞警察署においても設置が必要であると判断したことから、市から朝霞
警察署に「設置についての要望書」を提出し、必要な手続きを行いました。
　今後、埼玉県公安委員会で設置について決定された後、標識が設置されることとなりますので、もう暫らくお時間
をいただきたいと思います。

　市内の多くの公園は、小規模で面積が狭いため、公園利用者の安全や公園周辺の住宅への影響を考慮し、
ボール遊びを禁止しております。
　しかしながら、議会や市民からの市への意見・要望などで、ボール遊びができる公園整備についての要望がある
ことも事実でございますので、新設する公園については、ボール遊びについて検討したいと考えております。
　現在ボール遊びができる公園として検討しているのが、弁財町内会の近くの三原公園でございます。三原公園に
つきましては、来年度に拡張整備を計画しており、拡張する部分につきまして、ボール遊びができる公園としての
整備を考えております。ただし、既存の三原公園はボール遊びを禁止しており、ボール遊びができる公園整備を行
うには、近隣住民や公園利用者の方々のご理解が必要となりますので、皆様のご意見をお伺いしながら、整備を進
めたいと考えております。
　また、その他の既存の公園につきましても、町内会をはじめとする近隣住民の方々で、時間帯を決めての利用方
法などのルールづくりを含め、公園でのボール遊びができるようにしたいとの意見をまとめていただければ、市と
してもボール遊びができる公園としての整備の検討をさせていただきたいと考えております。

公園整備に
ついて　

質問順 提出者 質問内容
1 自治会連合会 湯～ぐうじょうの今後について
2 自治会連合会 公園整備について
3 城 山 町 内 会 根岸台自然公園の清掃管理について
4 三 栄 自 治 会 水久保公園の管理について
5 浜 崎 親 交 会 星の森公園について

6 シャルマンコーポ
第二朝霞自治会 循環バスについて

7 シャルマンコーポ
第二朝霞自治会 ゲリラ豪雨対策について

8 三 原 町 内 会 空き地対策について・空き地の雑草
について

9 東かすみ台町内会「一時停止」の標識板設置について
10 浜崎南親和会 派出所（交番）の出入口敷石について
11 霞ヶ丘親睦会 雑木林がマンションに変更

Ｑ１

A１

A２

「一時停止」の
標識板設置に
ついて　

市長を囲む

Ｑ２
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県
営
朝
霞
幸
町
団
地
は
周
囲
に
朝
霞
西

高
校
や
第
一
中
学
校
、
そ
し
て
近
く
に
青

葉
台
公
園
と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
所
で

す
。
当
自
治
会
は
平
成
７
年
の
入
居
と
同

時
に
３
棟
90
世
帯
全
加
入
で
発
足
し
ま
し

た
。
役
員
は
会
員
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

全
会
員
を
５
班
に
編
成
し
、
１
年
交
代
の

輪
番
制
で
役
員
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
月
１
回
団
地
内
の
清
掃
活
動
を

し
、
終
了
後
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
の

一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

団
地
は
上
の
原
町
内
会
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
上
の
原
防
犯

活
動
隊
と
当
防
犯
隊
が
合
同
で
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
、
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
自
治

会
も
発
足
以
来
15
年
、
幸
い
火
災
も
大
地

震
も
経
験
な
く
来
ま
し
た
。
火
事
は
各
自

の
注
意
で
防
げ
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
何
時
発
生
す
る
か
予
測
の
出
来
な
い

災
害
に
備
え
、
防
災
訓
練
、
非
常
食
の
備

第一区
県
営
朝
霞
幸
町
団
地
自
治
会

会
長
　
大
野
義
定

自
治
会
15
年
の
歩
み

蓄
な
ど
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年

度
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
た
、
全

世
帯
の
構
成
人
員
の
把
握
調
査
も
実
施
し

ま
し
た
。
い
ざ
災
害
発
生
時
に
慌
て
ず
被

害
の
軽
減
に
対
応
出
来
る
か
が
課
題
で
す
。

第二区
弁
財
町
内
会

会
長
　
大
江
義
雄

地
域
交
流
と
町
内
会
の

　
　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て

▲団地内の清掃活動

▲三原公園の「夜の防犯パトロール」

　

弁
財
町
内
会
は
98
世
帯
４
班
編
成
の
小

さ
な
町
内
会
で
、
昭
和
39
年
に
発
足
し
今

年
で
47
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
町
内
会

の
最
優
先
課
題
と
し
て
は
「
相
互
扶
助
の

精
神
」
を
大
切
に
し
た
町
づ
く
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
町
内
会
へ
の
無
関
心
さ
や
非

協
力
の
慢
性
化
に
対
す
る
問
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
高
齢
化
と
独
り
住

ま
い
の
方
々
の
増
加
に
よ
る
、
孤
立
化
や

数
少
な
い
現
役
世
代
の
方
々
に
対
し
、
遅

ま
き
な
が
ら
地
域
交
流
に
よ
る
町
内
会
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、
今
後
は
町
内
会
員

の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
話
し
合
い
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
20
年
の
７
月
か
ら
近
隣

の
町
内
会
さ
ん
と
連
携
し
て
、
週
１
回
の

ペ
ー
ス
で
三
原
公
園
の
「
夜
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」（
約
３
人
編
成
）を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
文
字
通
り
防
犯
を
第
一
目

標
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
、
散
水
、
そ
し
て
日

常
会
話
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
を
、
も
っ
と
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
の
10
月
に
私
た
ち
町

内
会
を
は
じ
め
、
三
原
町
内
会
、
若
松
町

内
会
、
新
和
自
治
会
、
下
の
原
文
化
会
さ

ん
と
合
同
で
、「
三
原
連
合
町
内
会
自
主

防
災
会
」
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
初
56
名
編
成
で
防
災
活
動
を
開
始

し
、
他
の
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
密
に

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
の
三
原
公
園
に
隣
接
し
て

い
る
畑
の
部
分
が
拡
張
さ
れ
、
昨
年
４
月

供
用
開
始
の
計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
自
治
会

各
地
区
の
　
　
　
活
動
報
告

　
　
　
　
町
内
会
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第三区
溝
沼
下
町
内
会会

長
　
獅
子
倉
康
治

多
く
の
事
業
を
通
し
て

　
　
　
会
員
相
互
の
親
睦
を

第四区
中
央
町
内
会

会
長
　
深
津
廣
良

防
災
訓
練
の
重
要
性

き
、
身
近
に
あ
る
黒
目
川
の
自
然
を
大
切

に
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
溝
沼
連
合
町
内
会
主
催
の
「
納

涼
盆
踊
り
大
会
」、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

防
災
宿
泊
体
験
や
市
民
体
育
祭
、
中
学
校

区
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
等
、
今
年
度
は
当

番
町
内
会
と
し
て
一
切
の
運
営
を
任
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
役
員
さ
ん
の
お
骨
折
り

を
頂
き
な
が
ら
、順
調
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
下
町
内
会
と
し
て
春
は
「
日
帰
り

バ
ス
旅
行
」、
秋
は
「
溝
沼
下
町
内
会
大

運
動
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
会
は
今
年
度
で
24
回
目
と
な
り
東
洋
大

学
体
育
館
を
お
借
り
し
て
、
毎
年
10
月
に

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
迄
１
９
０
名
の
参
加

　

溝
沼
下
町
内
会
は
市
道
１
号
線
か
ら
入

り
北
へ
東
上
線
迄
の
間
に
位
置
し
約

４
３
０
世
帯
の
町
内
会
で
あ
り
ま
す
。
一

部
第
六
小
学
校
区
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
大
半
が
第
十
小
学
校
へ
通
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
は
第
三
中
学
校
で
す
。

　

黒
目
川
東
林
橋
か
ら
東
上
線
迄
の
桜
並

木
に
一
番
近
く
「
黒
目
川
花
ま
つ
り
」
の

時
は
、溝
連
鳴
子
チ
ー
ム
の
や
き
そ
ば
や
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
、
ま
た
婦
人
会
で
は

鳥
め
し
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
の
販
売
で
、
花

ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
春
秋
の
黒

目
川
清
掃
に
も
多
く
の
方
の
参
加
を
頂

▲溝沼下町内会大運動会

▲アットホームな模擬店イベント

　

中
央
町
内
会
は
、
マ
ル
エ
ツ
朝
霞
店
の

西
隣
り
に
位
置
し
、
市
役
所
、
銀
行
、
駅

に
近
く
便
利
な
生
活
環
境
の
小
さ
な
町
内

会
で
す
。
日
帰
り
旅
行
会
や
模
擬
店
イ
ベ

ン
ト（
秋
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
）等
を
行
い
、

小
規
模
な
が
ら
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
合
会
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
並
行
し
て
、
独
自
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
は
４
区
連
合
に
て
市
役
所
に
お
い

て
、
消
防
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
以

前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
消
防
署
員

の
方
よ
り
救
急
患
者
の
気
道
の
確
保
の
指

導
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
越
生
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
折
、
男
性
が

倒
れ
て
お
り
ま
っ
青
で
意
識
の
な
い
状
態

で
し
た
。
気
道
の
確
保
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
い
、
気
道
の
確
保
を
実
行
し

ま
し
た
。
男
性
は
ス
ー
と
息
を
し
た
様
子

に
見
え
、
顔
色
に
少
し
ず
つ
赤
み
が
差
し

て
来
ま
し
た
。
そ
の
後
救
急
隊
員
の
方
が

み
え
、担
架
で
搬
送
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

訓
練
の
体
験
を
し
た
事
が
有
る
か
、
無
い

か
で
大
き
く
違
い
ま
す
。
地
域
で
出
来
る

防
災
訓
練
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。消
防
訓
練
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
難
し
い
も
の
も
有
り

ま
し
た
が
、
急
場
に
お
い
て
救
急
車
を
呼

ん
で
ほ
し
い
時
「
ど
な
た
か
救
急
車
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
、
指
差
し
て

「
あ
な
た
が
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」

を
頂
き
、
家
族
揃
っ
て
楽
し
い
一
日
を
す

ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
・
も
ち
つ
き
大
会
等
、
多
く
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
月
２
回
地

域
の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
行
事
に
御
協
力
頂
い
て
い
る

役
員
さ
ん
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
常
に
感

謝
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
元
気

な
町
内
会
作
り
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

現
在
の
公
園
と
合
わ
せ
る
と
約
7
3
0

坪
と
な
り
、
立
派
な
公
園
と
な
る
予
定
で

す
。
こ
の
点
も
近
隣
町
内
会
、
自
治
会
の

皆
さ
ま
や
「
た
の
ま
ち
会
」
の
方
々
と
協

力
し
、
市
役
所
の
関
係
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
憩
い
の
場
と
す
べ
く
、

も
っ
と
お
年
寄
り
や
幼
児
、
小
中
学
生
た

ち
と
身
近
で
有
益
な
触
れ
合
い
が
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
過
去
歴
代

４
名
の
先
輩
会
長
さ
ん
の
ご
尽
力
で
つ
く

り
上
げ
て
頂
い
た
町
内
会
を
、
今
後
も
立

派
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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三
栄
自
治
会
は
根
岸
台
７
丁
目
に
あ

り
、
和
光
市
と
の
境
・
水
久
保
公
園
に
隣

接
し
た
閑
静
な
一
戸
建
約
90
棟（
最
近
２

世
帯
住
宅
へ
の
建
て
替
え
が
増
え
て
い

る
）で
良
く
ま
と
ま
っ
た
自
治
会
で
す
。

　

昭
和
55
年
に
自
治
会
が
発
足
し
、
朝
霞

市
、
及
び
、
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
諸

行
事（
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
、
朝

第六区
三
栄
自
治
会

会
長
　
野
溝
　
優

地
域
住
民
の
親
睦
・
交
流
に
つ
い
て

　

広
沢
町
内
会
地
域
の
西
の
端
に
は
、
東

の
方
を
見
つ
め
る「
広
沢
聖
観
音
様
」が
、

広
沢
の
池
の
畔
に
、朝
霞
市
史
跡
と
し
て
、

地
域
の
人
々
の
集
う
所
と
し
て
あ
り
ま

す
。
庫
裏
と
境
内
は
、
夏
祭
り
、
親
睦
運

動
会
、
市
民
体
育
祭
、
餅
つ
き
大
会
、
そ▲ 親 睦 運 動 会

▲第42回シラコバト賞を受賞した「ゆうゆう会」

　

上
内
間
木
は
市
内
東
北
部
に
位
置
し
、

町
内
中
央
を
南
北
に
県
道
朝
霞
蕨
線
が
貫

い
て
、
そ
の
県
道
を
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
が
東
西
に
走
っ
て
い
る
地
域
で

す
。
ま
た
、昨
年
春
、南
部
に
国
道
２
５
４

号
和
光
富
士
見
バ
イ
パ
ス
が
一
部
開
通

し
、
農
村
部
が
少
し
ず
つ
変
化
し
発
展
が

見
込
め
る
地
域
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
も
少
し
ず
つ
増
加
し
、
中
小
事
業

所
の
進
出
も
あ
っ
て
、
上
内
間
木
町
内
会

は
会
員
３
１
０
世
帯
、
賛
助
会
員
１
４
０

事
業
所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

第七区
上
内
間
木
町
内
会会

長
　
野
島
一
夫

上
内
間
木
町
内
会
活
動
報
告

霞
市
民
ま
つ
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
諸
行
事
、
朝
霞
第
八
小

学
校
・
第
四
中
学
校
の
ふ
れ
あ
い
事
業
等
）

に
積
極
的
に
参
加
し
つ
つ
地
域
住
民
の
親

睦
・
交
流
を
深
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
昨
年
の
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
が
主
催
す
る
第
42
回
シ
ラ
コ

バ
ト
賞
を
受
賞
し
た
「
ゆ
う
ゆ
う
会
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
で
と
も
に
助
け
合
い
・
と
も
に
生

き
甲
斐
づ
く
り
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的

に
、
三
栄
自
治
会
、
東
か
す
み
台
町
内
会

及
び
、
近
隣
の
方
々
も
含
め
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

活
動
は
毎
月
３
回
水
久
保
公
園
管
理
事

第五区
広
沢
町
内
会

総
務
担
当
副
会
長
　
松
本
恒
彦

広
沢
町
内
会
は
元
気
で
す

ば
・
う
ど
ん
打
ち
大
会
、い
も
煮
会
等
々
、

年
間
事
業
の
打
ち
上
げ
の
会
場
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
玄
人
顔
負
け
の
料
理
人（
文

化
部
役
員
）の
豚
汁
や
カ
レ
ー
、
お
で
ん
、

そ
の
他
創
作
料
理
が
で
ま
す
。
コ
ッ
プ
片

手
に
語
ら
え
ば
、老
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

穏
や
か
で
和
や
か
、
喜
び
の
声
に
包
ま
れ

る
ひ
と
時
と
な
り
ま
す
。
こ
の
平
穏
を
守

る
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
と
児
童
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
霞
市
地
域
自
主
防
災
活
動
に

参
加
し
て
「
広
沢
自
主
防
災
会
」
を
組
織

し
、
町
内
会
館
の
敷
地
内
に
「
自
主
防
災

倉
庫
」
を
建
設
し
て
、
防
災
資
機
材
お
よ

び
非
常
食
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
災
害
に

備
え
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

務
所
に
集
ま
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
全
員
遊

戯
、
ト
ラ
ン
プ
、
麻
雀
、
囲
碁
、
将
棋
、

カ
ル
タ
、
趣
味
の
も
の
づ
く
り（
コ
マ
作

り
、
折
り
紙
な
ど
の
紙
工
作
や
編
み
物
、

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、
絵
手
紙
な
ど
）、
健
康

講
座
、
健
康
相
談
等
の
実
施
、
ま
た
、
誕

生
祝
だ
ん
ご
会
、
季
節
に
応
じ
た
新
年
カ

ル
タ
会
、
花
見
だ
ん
ご
会
、
納
涼
会
、
忘

年
会
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
健
康
ま
つ

り
」、小
学
校
・
中
学
校
の「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」等
、外
部
活
動
へ
の
参
加
、ま
た
、他
の

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
等
も
実
施
し
、
地
域

住
民
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

と
指
定
し
て
お
願
い
す
る
と
良
い
な
ど
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。
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▲ボウリング大会

　

私
達
の
朝
志
ヶ
丘
自
治
会
は
、
昭
和
35

年
７
月
に
発
足
し
、
昨
年
は
50
周
年
に
当

た
る
記
念
の
年
で
し
た
。
朝
志
ヶ
丘
の
名

前
の
由
来
は
、
朝
霞
と
志
木
の
境
界
に
近

い
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
当
初
は
23
世
帯
か
ら
始
ま

り
、
現
在
は
１
３
０
０
を
超
え
る
世
帯
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

発
足
当
時
は
道
路
の
舗
装
は
さ
れ
て
お

ら
ず
、
雨
が
降
る
と
泥
ん
こ
道
で
大
変
で

し
た
。
ま
た
、
上
水
道
、
下
水
道
も
完
備

さ
れ
て
な
く
、
苦
し
い
時
代
で
し
た
。

　

昭
和
45
年
に
地
主
様
の
ご
厚
意
に
よ
り

私
有
地
を
無
償
で
お
借
り
し
、
児
童
遊
園

地（
通
称
・
森
公
園
）を
開
設
し
、
平
成
20

年
11
月
、
地
主
様
に
お
返
し
す
る
ま
で
、

当
自
治
会
の
７
月
の
納
涼
盆
お
ど
り
大

会
、
11
月
の
小
さ
な
秋
ま
つ
り
、
２
月
の

も
ち
つ
き
大
会
等
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
公
園

が
無
く
な
り
会
員
の
親
睦
に
つ
な
が
る
イ

ベ
ン
ト
が
皆
無
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
も
発
足
さ
せ
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
活
動
は
出
来
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
朝
霞
市
で
唯
一
の
自
警
消
防
団
が

あ
り
、
市
か
ら
提
供
の
消
防
ポ
ン
プ
で
毎

月
第
３
日
曜
日
に
訓
練
を
行
い
、
有
事
に

備
え
て
お
り
ま
す
。

　

防
犯
活
動
も
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
、
会
員
全
体
に
呼
び
か
け
て

の
全
体
パ
ト
ロ
ー
ル
を
精
力
的
に
行
い
、

犯
罪
の
無
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

▲防犯パトロール隊

第八区
朝
志
ヶ
丘
自
治
会会

長
　
南
條
喜
明

犯
罪
の
な
い

　
　
明
る
い
町
を
目
指
し
て

　自治会・町内会は、地域の結びつきを深めなが
ら、安心で安全な地域づくりを目指してさまざま
な活動をしています。あなたの参加をお待ちして
おります。

自治会・町内会に加入するには

　ご近所さんにおたずねの上、自治会長・町内会
長にお問い合わせください。

自
治

会・
町内会に加入しましょ

う

　

事
業
と
し
て
は
、会
員
の
結
束
を
高
め
、

住
民
同
士
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
と
す
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
親
睦
事
業
や

防
災
活
動
、
環
境
美
化
活
動
等
を
行
い
、

ま
た
各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め
て
、「
明

る
く
元
気
な
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
親
睦
事
業
は
活
発
で
、
春
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
か
潮
干
狩
り
で
50
名
前
後
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。
夏
は
納
涼
大
会
で
子

供
会
・
婦
人
会
等
諸
団
体
の
協
力
を
得
て

６
０
０
名
前
後
の
参
加
で
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
秋
は
地
元
朝
霞
パ
ブ
リ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
場
を
舞
台
に
50
名
前
後
参
加
の
大

き
な
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

老
若
男
女
が
世
代
を
超
え
て
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
め
る
行
事
に
な
っ
て
お
り
、

年
々
参
加
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
水
害
・
ご
み

不
法
投
棄
対
策
及
び
町
内
に
あ
る
内
間
木

地
域
の
休
業
中
の
公
共
施
設「
憩
い
の
湯
」

の
有
効
な
再
生
で
、
教
育
・
文
化
・
福
祉

な
ど
の
機
能
充
実
、
地
域
生
活
の
利
便
性

向
上
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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自
治
連
あ
さ
か
　
第
６
号

　

い
ま
「
無
縁
社
会
」
の
到
来
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。「
血
縁
」・「
地
縁
」「
職

縁
」
と
い
っ
た
人
間
同
士
の
つ
な
が
り

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す

る
の
が
、
世
に
怒
り
と
衝
撃
を
与
え
た

大
阪
で
の
放
置
死
事
件
や
高
齢
者
の
孤

立
化
・
孤
独
死
問
題
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
最
悪
の
事
態
を
引
き
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
や
は
り
人
と
人
の
結

び
つ
き
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、今
後
自
治
会
・

町
内
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
責
任
の
重

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

　

自
治
会
・
町
内
会
が
こ
れ
か
ら
「
無

縁
社
会
」
の
希
望
に
な
る
の
だ
か
ら
。

文
責　

岡
﨑
和
広

平成22年度朝霞市自治会連合会役員
役　職 名　前 団　体　役　職　名

顧　　　問 金子　好隆 社会福祉協議会長
会　　　長 島　　礼次 向山自治会長
副　会　長 川野紀代美 シャルマンコーポ第二朝霞自治会長
副　会　長 梶原　孝男 下の原町内会長
副　会　長 伊藤　允光 浜崎上町内会長
会　　　計 岡﨑　和広 霞台町内会長
会　　　計 松田　忠男 浜崎団地自治会長
理　　　事 鈴木　昭八 緑ヶ丘親交会長
理　　　事 髙橋　　優 下の原南部町内会長
理　　　事 星野　　隆 溝沼第一町内会長
理　　　事 獅子倉康治 溝沼下町内会長
理　　　事 深津　廣良 中央町内会長
理　　　事 水久保亀幸 仲町町内会長
理　　　事 谷内　周平 栄町町内会長
理　　　事 松井　宏之 東かすみ台町内会長
理　　　事 醍醐　　清 田島町内会長
理　　　事 五十君欣司 境久保町内会長
監　　　事 海野　　進 コンフォール東朝霞自治会長
監　　　事 鈴木　龍久 広沢町内会長

委員長 浜崎上町内会 伊藤　允光
自治会連合会 向山自治会 島　　礼次
自治会連合会 シャルマンコーポ第二朝霞自治会 川野紀代美
自治会連合会 下の原町内会 梶原　孝男
１　区 膝折団地自治会 松本　哲次
２　区 三原町内会 室谷外喜男
３　区 溝沼下町内会 獅子倉康治
４　区 中央町内会 深津　廣良
５　区 霞台町内会 岡﨑　和広
６　区 城山町内会 大岡　　昇
７　区 田島町内会 醍醐　　清
８　区 浜崎団地自治会 松田　忠男

●広報委員会名簿

　平成２２年１０月２８日、朝霞市役所で「市
長を囲む意見交換会」を開催しました。
　当日は、自治会連合会及び各単位自
治会から「湯～ぐうじょうの今後につ
いて」「公園整備について」「一時停止の
標識板設置について」等の質問に対し
て、市から回答をいただきました。
　地域課題の解決に向けて、今後も「市
長を囲む意見交換会」を開催していき
ます。

表紙の写真

在
職
19
年　

伊
藤
　
五
孝　

若
松
町
内
会

在
職
６
年　

塩
野
　
昌
弘　

膝
折
宿
町
内
会

　

こ
の
紙
面
で
、
昨
年
度
を
も
っ
て
退
職
さ

れ
た
自
治
会
・
町
内
会
長
の
皆
様
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

在
職
５
年　

河
野
　
昌
一　

溝
沼
第
五
町
内
会

在
職
４
年　

内
田
　
孝
造　

東
町
内
会

在
職
２
年　

浅
川
喜
久
次　

三
栄
自
治
会

在
職
２
年　

安
達
　
知
彦　

霞
ヶ
丘
東
親
和
会

在
職
１
年　

午
來
　
直
人　

富
士
見
台
自
治
会

在
職
１
年　

松
沢
　
英
安　

ロ
ー
リ
エ
朝
霞
台
自
治
会

在
職
１
年　

室
井
　
徳
治　

昭
和
台
町
内
会

在
職
１
年　

元
井
　
俊
樹　

霞
ヶ
丘
親
睦
会

〈
敬
称
略
〉

退
職
自
治
会
・
町
内
会
長

ありがとう
　ございました


